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iシェアーズ・コア　日経225 ETF

【届出の対象とした募集内国投

資信託受益証券の金額】

５兆円を上限とします。

【縦覧に供する場所】 名　称　株式会社東京証券取引所

（所在地　東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

(注)　本書において文中および表中の数字は四捨五入された数値として表示されている場合があり、従って合計として表

示された数字はかかる数値の総和と必ずしも一致するとは限りません。
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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

2024年11月８日付をもって提出した有価証券届出書（以下「原有価証券届出書」といいます。）に

ついて、受益権分割に関する約款変更に伴い記載事項の変更がありますので、本訂正届出書を提出す

るものです。

＜訂正前＞および＜訂正後＞に記載している下線部＿＿＿は訂正部分を示します。

２【訂正の内容】
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第一部【証券情報】
　

（２）【内国投資信託受益証券の形態等】

＜訂正前＞

追加型証券投資信託の受益権です。

当初元本は１口当たり、10,410円とします。

ファンドの受益権は、「社債、株式等の振替に関する法律」（以下「社振法」といいます。）の適用を受けており、

受益権の帰属は、後述の「(11) 振替機関に関する事項」に記載の振替機関および当該振替機関の下位の口座管理機関

（社振法第２条に規定する「口座管理機関」をいい、振替機関を含め、以下「振替機関等」といいます。）の振替口座

簿に記載または記録されることにより定まります（以下、振替口座簿に記載または記録されることにより定まる受益権

を「振替受益権」といいます。）。委託会社であるブラックロック・ジャパン株式会社は、やむを得ない事情等がある

場合を除き、当該振替受益権を表示する受益証券を発行しません。また、振替受益権には無記名式や記名式の形態はあ

りません。

当ファンドについて、委託会社の依頼により、信用格付業者から提供され、もしくは閲覧に供された信用格付または

信用格付業者から提供され、もしくは閲覧に供される予定の信用格付はありません。

 

＜訂正後＞

追加型証券投資信託の受益権です。

当初元本は１口当たり、10,410円とします。

※2025年４月７日付で、2025年４月６日時点の受益権を１対10の割合で再分割し、１口当たり1,041円とする約款変

更を予定しております。

ファンドの受益権は、「社債、株式等の振替に関する法律」（以下「社振法」といいます。）の適用を受けており、

受益権の帰属は、後述の「(11) 振替機関に関する事項」に記載の振替機関および当該振替機関の下位の口座管理機関

（社振法第２条に規定する「口座管理機関」をいい、振替機関を含め、以下「振替機関等」といいます。）の振替口座

簿に記載または記録されることにより定まります（以下、振替口座簿に記載または記録されることにより定まる受益権

を「振替受益権」といいます。）。委託会社であるブラックロック・ジャパン株式会社は、やむを得ない事情等がある

場合を除き、当該振替受益権を表示する受益証券を発行しません。また、振替受益権には無記名式や記名式の形態はあ

りません。

当ファンドについて、委託会社の依頼により、信用格付業者から提供され、もしくは閲覧に供された信用格付または

信用格付業者から提供され、もしくは閲覧に供される予定の信用格付はありません。

 

（４）【発行（売出）価格】

＜訂正前＞

取得申込受付日の基準価額とします。

取得申込受付日の午後３時30分までに、取得申込が行われかつ当該取得申込に係る指定参加者
＊
所定の事務手続が完

了したものを当該取得申込受付日の受付分とします。

＊「指定参加者」とは、委託会社が、受益権の取得申込および交換請求を行う者として指定した第一種金融商品取引業

者とします。

 

＜基準価額の照会先＞

日々の基準価額は、指定参加者または委託会社に問い合わせることにより知ることができます。

ブラックロック・ジャパン株式会社

電話番号：03-6703-4100（受付時間　営業日の９：00～17：00）

ホームページ：www.blackrock.com/jp/

 

＜訂正後＞

取得申込受付日の基準価額
*１
とします。

取得申込受付日の午後３時30分までに、取得申込が行われかつ当該取得申込に係る指定参加者
＊２
所定の事務手続が

完了したものを当該取得申込受付日の受付分とします。
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＊１「基準価額」とは、純資産総額を計算日における受益権口数で除した額をいいます。なお、ファンドにおいては１

口当たりの価額で表示されます。また、2025年４月７日より、100口当たりで表示される予定です。

＊２「指定参加者」とは、委託会社が、受益権の取得申込および交換請求を行う者として指定した第一種金融商品取引

業者とします。

 

＜基準価額の照会先＞

日々の基準価額は、指定参加者または委託会社に問い合わせることにより知ることができます。

ブラックロック・ジャパン株式会社

電話番号：03-6703-4100（受付時間　営業日の９：00～17：00）

ホームページ：www.blackrock.com/jp/

 

第二部【ファンド情報】
　

第１【ファンドの状況】
　

１【ファンドの性格】

（２）【ファンドの沿革】

＜訂正前＞

2001年９月４日 信託契約締結、ファンドの設定日、運用開始

2001年９月５日 東京証券取引所へ上場

2013年11月９日 「iシェアーズ日経225」から「iシェアーズ　日経225 ETF」へ名称を変更

2014年５月10日 計算期間を毎年２月10日から８月９日までおよび８月10日から翌年２月９日までとし、決

算頻度を年１回から年２回へ変更

2016年10月18日 平成18年施行の信託法の適用を受ける投資信託へ変更

「上場費用」および「対象指数の使用料」等費用を信託財産からで支弁できるように変更

その他、運用の基本方針、設定・交換の受付不可日、配当落ち銘柄の取扱い、受益者の名

義登録の停止日、および償還に関する信託約款の規定を変更

2018年11月10日 「iシェアーズ　日経225 ETF」から「iシェアーズ・コア　日経225 ETF」へ名称を変更

 

＜訂正後＞

2001年９月４日 信託契約締結、ファンドの設定日、運用開始

2001年９月５日 東京証券取引所へ上場

2013年11月９日 「iシェアーズ日経225」から「iシェアーズ　日経225 ETF」へ名称を変更

2014年５月10日 計算期間を毎年２月10日から８月９日までおよび８月10日から翌年２月９日までとし、決

算頻度を年１回から年２回へ変更

2016年10月18日 平成18年施行の信託法の適用を受ける投資信託へ変更

「上場費用」および「対象指数の使用料」等費用を信託財産からで支弁できるように変更

その他、運用の基本方針、設定・交換の受付不可日、配当落ち銘柄の取扱い、受益者の名

義登録の停止日、および償還に関する信託約款の規定を変更

2018年11月10日 「iシェアーズ　日経225 ETF」から「iシェアーズ・コア　日経225 ETF」へ名称を変更

2025年４月７日 2025年４月６日時点の受益権を、１対10の割合で再分割（予定）
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３【投資リスク】

＜訂正前＞

(1) 投資リスク

（前略）

 

①、②（省略）

 

③ファンド運営上のリスク

ａ．（省略）

 

ｂ．ファンドの繰上償還

ファンドは、以下に該当することとなった場合は、受託会社と合意の上、信託を終了させます。

(a)受益権を上場したすべての金融商品取引所において上場廃止となった場合

(b)対象指数が廃止された場合

(c)対象指数の計算方法その他の変更等に伴って行う信託約款の変更が書面決議により否決された場合

また、ファンドは交換により受益権の口数が20万口を下回ることとなった場合、または投資者のため有利と認

められる場合、その他やむを得ない事情が発生したとき等は、信託期間の途中でもファンドを償還させる場合が

あります。

 

ｃ．～ｅ．（省略）

 

 

＜訂正後＞

(1) 投資リスク

（前略）

 

①、②（省略）

 

③ファンド運営上のリスク

ａ．（省略）

 

ｂ．ファンドの繰上償還

ファンドは、以下に該当することとなった場合は、受託会社と合意の上、信託を終了させます。

(a)受益権を上場したすべての金融商品取引所において上場廃止となった場合

(b)対象指数が廃止された場合

(c)対象指数の計算方法その他の変更等に伴って行う信託約款の変更が書面決議により否決された場合

また、ファンドは交換により受益権の口数が20万口
＊
を下回ることとなった場合、または投資者のため有利と

認められる場合、その他やむを得ない事情が発生したとき等は、信託期間の途中でもファンドを償還させる場合

があります。

＊2025年４月７日付で、当該口数を200万口とする約款変更を予定しております。

 

ｃ．～ｅ．（省略）
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第２【管理及び運営】
　

３【資産管理等の概要】

（１）【資産の評価】

＜訂正前＞

＜基準価額＞

基準価額とは、信託財産に属する資産（受入担保金代用有価証券を除きます。）を法令および一般社団法人投資信

託協会規則にしたがって時価により評価して得た信託財産の資産総額から負債総額を控除した金額（以下「純資産総

額」といいます。）を計算日における受益権口数で除した金額をいいます。基準価額は組入れる有価証券等の値動き

などにより日々変動します。

日々の基準価額は、指定参加者または委託会社に問い合わせることにより知ることができます。

ブラックロック・ジャパン株式会社

電話番号：03-6703-4100（受付時間　営業日の９：00～17：00）

ホームページ：www.blackrock.com/jp/

 

＜有価証券等の評価基準＞

国内株式：原則として、基準価額計算日の金融商品取引所の最終相場で評価します。

 

＜訂正後＞

＜基準価額＞

基準価額とは、信託財産に属する資産（受入担保金代用有価証券を除きます。）を法令および一般社団法人投資信

託協会規則にしたがって時価により評価して得た信託財産の資産総額から負債総額を控除した金額（以下「純資産総

額」といいます。）を計算日における受益権口数で除した金額をいいます。基準価額は組入れる有価証券等の値動き

などにより日々変動します。

日々の基準価額は、指定参加者または委託会社に問い合わせることにより知ることができます。なお、ファンドに

おいては、基準価額は１口当たりの価額で表示されます。また、2025年４月７日より、100口当たりで表示される予

定です。

ブラックロック・ジャパン株式会社

電話番号：03-6703-4100（受付時間　営業日の９：00～17：00）

ホームページ：www.blackrock.com/jp/

 

＜有価証券等の評価基準＞

国内株式：原則として、基準価額計算日の金融商品取引所の最終相場で評価します。

 

（５）【その他】

＜訂正前＞

①　信託契約の終了

ａ．委託会社は、信託期間中において、受益権の口数が20万口を下回ることとなった場合、その他この信託契約を

終了することが投資者のため有利であると認めるとき、またはやむを得ない事情が発生した場合には、受託会社

と合意のうえ、信託契約を解約し、信託を終了させることができます。この場合において、委託会社は、あらか

じめ、解約しようとする旨を監督官庁に届け出ます。

 

（以下省略）

 

＜訂正後＞

①　信託契約の終了

ａ．委託会社は、信託期間中において、受益権の口数が20万口
＊
を下回ることとなった場合、その他この信託契約

を終了することが投資者のため有利であると認めるとき、またはやむを得ない事情が発生した場合には、受託会

社と合意のうえ、信託契約を解約し、信託を終了させることができます。この場合において、委託会社は、あら

かじめ、解約しようとする旨を監督官庁に届け出ます。
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＊2025年４月７日付で、当該口数を200万口とする約款変更を予定しております。

 

（以下省略）
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第４【内国投資信託受益証券事務の概要】
＜訂正前＞

 

１～４　（省略）

 

５　受益権の再分割

委託会社は、受託会社と協議のうえ、一定日現在の受益権を均等に再分割できるものとします。

 

６、７　（省略）

 

 

＜訂正後＞

 

１～４　（省略）

 

５　受益権の再分割および分割

(1) 委託会社は、受託会社と協議のうえ、社債、株式等の振替に関する法律（以下「社振法」といいます。）に従

い、一定日現在の受益権を均等に再分割または併合できるものとします。

(2) (1)の規定により委託会社は、受益権の再分割または併合を行う場合には、振替機関（社振法第２条に規定する

「振替機関」をいい、以下「振替機関」といいます。）の規定に従い、次の各号の通り行います。

１．受益権の再分割または併合にかかる増加比率または減少比率の乗算対象は、受益者（加入者）ごとの口数とし

ます。ただし、質権が設定されている場合には質権設定者ごと、特別受益者の申出が行われている場合には、特別受

益者ごとの口数とします。

２．受益権の再分割または併合に際し１口に満たない端数が生じる場合、その端数部分を受益者毎に合算し、整数

部分を当該受益者の口数に記録します。

３．前号により生じる端数部分については、他の受益者から生じる端数部分と合算のうえ、整数部分を委託会社が

振替機関に届け出た口座に記録し、端数部分については切り捨てます。

４．前号により委託会社が振替機関に届け出た口座に記録された口数については、換価処分のうえ、当該端数部分

の持ち分に応じて、受益者に分配します。

５．委託会社は、受益権の取得申込の受付および交換請求の受付について制限を行う場合があります。

 

６、７　（省略）
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